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特別損失の計上及び特別損失の計上見込みに関するお知らせ 

 

当社は、2021年 3月期第 3四半期連結会計期間（2020年 10月 1日から 2020年 12月 31日）において、

特別損失（減損損失及び固定資産除却損）を計上するとともに、2021 年 3 月期第 4 四半期連結会計期間

（2021 年 1 月 1日から 2021 年 3 月 31日）において、特別損失（固定資産除却損）を計上する見込みと

なりましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 事象の概要 

当社の一部の連結子会社について直近の業績の動向を踏まえた将来の回収可能性を検討した結果、 

同社が保有する固定資産（建物、機械等）の帳簿価格を回収可能価額まで減額し、特別損失に減損

損失を計上することを決定しました。 

また、当社は需要減少、競争激化にある市場環境下においても利益を確保できる収益体質を確立

するための生産構造改革を進める目的で、当社の川越工場及び那須工場において使用していた固定

資産の一部の除却を行うことを決定しました。なお、川越工場において一部建物・設備の解体を行

うことも決定し、特別損失に減損損失を計上しました。 

今後、発生する当社川越工場の建物・設備の解体費用等により、2021 年 3 月期第 4 四半期連結会

計期間（2021 年 1月 1 日から 2021 年 3 月 31 日）において、特別損失に固定資産除却損を計上する

見込みです。 

 

2. 特別損失の計上 

（1）減損損失 

   当社の一部の連結子会社について 2021年 3月期第 3四半期連結会計期間（2020年 10月 1日から

2020年 12月 31 日）において、同社が保有する固定資産（建物、機械等）の帳簿価格を回収可能価

額まで減額し、特別損失に減損損失 189百万円計上しました。 

また、当社の川越工場において 2021 年 3月期第 3四半期連結会計期間（2020年 10月 1日から 2020

年 12 月 31 日）において、特別損失に減損損失 12 百万円（当該建物・設備の帳簿価額）計上しま

した。 

 

 



この結果、2021 年 3 月期第 3 四半期連結会計期間（2020 年 10 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日）に

おいて、特別損失に減損損失 201 百万円計上しました。 

   2021年 3月期第 3四半期連結累計期間（2020年 4月 1日から 2020年 12月 31日）においては、特

別損失に上記の減損損失を含めて 2,126百万円計上しました。 

（2）固定資産除却損 

   2021 年 3月期第 3四半期連結会計期間（2020年 10月 1日から 2020年 12月 31日）において、特

別損失に固定資産除却損 197百万円計上しました。 

   2021年 3月期第 3四半期連結累計期間（2020年 4月 1日から 2020年 12月 31日）においては、特

別損失に上記の固定資産除却損を含めて 198百万円計上しました。 

   これらは、主に当社の川越工場及び那須工場の機械等の除却によるものです。 

 

3. 特別損失の計上見込み 

   当社の川越工場の建物・設備の解体費用等により、2021 年 3 月期第 4 四半期連結会計期間（2021

年 1 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日）において、特別損失に固定資産除却損約 100 百万円計上する見

込みとなりました。 

 

4. 今後の見通し 

  上記 2、3 による 2021 年 3 月期（2020 年 4月 1 日から 2021 年 3月 31日）の通期業績予想に変更は

ありません。 

以 上 


